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三菱地所ホーム株式会社（本社：東京都新宿区、代表取締役社長：細谷 惣一郎、以下当社）は、クラウド

型建設プロジェクト管理サービス「ANDPAD」を運営する株式会社アンドパッド（本社：東京都港区、代表取締役：

稲田武夫、以下アンドパッド）と提携し、施工管理業務の更なる効率化および品質向上を目的として、全社での

「ANDPAD」の運用を開始しました。 

当社では、2016 年度よりリフォーム事業、2025 年度より新築注文住宅事業にて「ANDPAD」を活用しており、今

般、分譲戸建住宅の建設事業への導入により、全社において「ANDPAD」を活用した業務効率化に取り組んでいきま

す。 

◆背景と目的 

現在、建設業界では従事者の高齢化や人材不足、低い労働生産性などの恒常的な課題がある中で、2025 年 4

月からは「４号特例縮小※」「省エネ基準適合義務化」、2026 年 4 月からは建築確認における BIM 図面審査が開

始になるなど、業務の高度化・複雑化が進んでおり、業務効率化による生産性向上が求められています。 

 
※4 号特例縮小・・・2025 年 4 月施行の建築基準法改正により、建築基準法第 6 条の 4 に基づく審査省略制度（4 号特例）が大幅に見直された。延べ床面積 500 ㎡

以下の木造 2 階建て住宅等は原則として審査省略の対象外となり、多くの建築物で新築および一定規模リフォーム時に構造・省エネ関連書類の提出と確認審査が必要となっ

た。 

「ANDPAD」を全社導入および運用を開始 
1 棟あたり 70 時間の業務効率化を達成 全社展開で更なる効率化・品質向上を目指す 
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当社は、三菱地所グループのハウスメーカーとして 1984 年の設立時より戸建住宅の設計施工を中心に事業を展

開してまいりました。新築注文住宅のみならず、リフォームや土地の有効活用においても、独自・独特・独創の技術や工

夫、三菱地所グループの一員である強みを活かし、「真に価値ある住まい」を提供しています。 

 

当社は、2016 年よりリフォーム事業における施工管理の効率化に「ANDPAD」を採用し、当時は紙中心のアナログ

だった施工管理の DX をスタートしました。その後、アフターメンテナンス事業や新築注文住宅事業でも「ANDPAD」の

活用を広げるとともに、施工管理のみならず基幹システムとの連携や「ANDPAD Analytics」を使ったデータ分析なども

行い、効率的かつ高品質な家づくりを推進しています。 

2026 年１月には分譲用戸建住宅事業の施工管理においても「ANDPAD」の利用を開始することで、全社で統一

したツールを使用することとなりました。当社は建設業界特有の課題に向き合いながら、さらなる効率化と品質向上を目

指します。 

 

◆取組内容と成果 

2016 年に導入以降、各事業において下記の通り活用しています。 

 

【リフォーム事業】 

課題  ：リフォーム業界の中でも高価格帯の商品・サービス提供に注力し、仕様変更などの回数も多く業務が煩雑に 

なりがちであった。また現場訪問回数も多い中、施工管理の業務自体が紙中心のアナログ体制だった。 

実施策：「ANDPAD」を通した日々の業務報告に加え、入退場情報や物件情報も管理。データ保管方法を 

「ANDPAD」へ統一し、お客様や社内の問合せに対し素早く確認・対応できる体制を構築した。 

効果  ：現場情報の共有が円滑になり、時間の有効活用による生産性向上が見られた。急な仕様変更やリフォー  

ムならではの煩雑な業務にもスピーディーかつ確実に対応できるようになった。今後は業務の平準化を目指し 

つつ、更なる効率化に取り組む。 

 

【アフターメンテナンス事業】 

課題  ：協力施工店のスケジュール登録や閲覧が専用ソフトでしか行えず、外出先での確認・登録ができないほか、

情報共有も電話や FAX に依存していたため非効率であった。また、危険予知活動（KY 活動）は現場に

応じたリスク評価ができず、定期点検の指摘事項について関係者の情報共有に時間を要していた。 

実施策：スケジュール管理・情報共有・リスクアセスメントを、「ANDPAD」を活用した運用へ切り替えた。 

効果  ：外出先からの確認や依頼内容・写真の即時共有が可能となり、電話や FAX の削減による業務効率化に 

加え、現場に応じたリスク評価の実施により安全管理の向上を実現した。 

 

【新築注文住宅事業】 

課題  ：工期厳守の難度が高まる中、図面の調整と修正依頼による手戻り、従来の電話・メール等による情報共有 

方法の複雑さも加わり、施工管理のコスト増・業務効率低下に繋がっていた。 

実施策：生産業務システムの統一において「ANDPAD」を軸に推進し、品質低下の防止や「生産性向上」と「働きや 

すさの改善」に取り組む。各部署から推進担当を選出した「HUB メンバー制度」を設定し、導入初期の 

「ANDPAD」の活用を牽引。「ANDPAD Analytics」で「生産ダッシュボード」を作成し、施工物件数や各メ 

ンバーの業務量を可視化した。 
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効果  ：着工や引渡しの平準化に加え、計画的なリソース配分ができるようになり、より精度の高い生産計画作成 

      が可能になった。１棟あたりの施工写真の保存枚数が従来の２倍に。情報が一元管理されることで、電話・ 

メールなどのやりとり、移動時間が効率化され、１棟当たり 70 時間の業務時間削減に成功した。 

 

【ソリューション事業（分譲戸建住宅の建設事業）】 

課題  ：表計算ソフトでの進捗共有・管理記録作成、図面データや変更内容のメール送付など従来のアナログな 

      運用により、現場との連絡手段が煩雑化していた。また、帳票作成などパソコン環境でしか対応できない業 

務も多く、事務処理のために帰社を余儀なくされるなど、非効率な移動時間が発生していた。 

実施策：他事業の運用例を参考にしつつ、多棟現場特有の課題を洗い出し、事業独自の運用ルールを構築し、社 

員・協力会社への運用案内を実施。設計建設の工程管理体制を強化し、業務効率化・品質向上を目指

す。2026 年 1 月新規着工プロジェクトより「ANDPAD」の運用を開始。 

 

【全社 事業横断施策】 

課題  ：広報活動において事業方針や各事業領域の取り組み、現場の声をパートナー企業と共有するツールがな 

く、相互理解やコミュニケーションに一定の難度があった。 

実施策：協力施工店やパートナー企業などのステークホルダーに向けて、「WEB 会報誌」など定期的な情報発信を行 

い、企業ブランディング向上を目指す。 

 

当社はこれからも、DX を推進しながら高品質な住宅の供給を通して社会課題の解決に貢献してまいります。 

 

◆会社概要 

社名：株式会社アンドパッド 

所在地：東京都港区三田三丁目 5 番 19 号 住友不動産東京三田ガーデンタワー37F 

代表者：代表取締役 稲田 武夫 

事業内容：クラウド型建設プロジェクト管理サービス「ANDPAD」の開発・販売・運営、求人・転職サービス  

「ビルダーワーク」の開発・運営、および建設業界向け BPO サービスなど 

コーポレートサイト ：https://andpad.co.jp/ 

サービスサイト ：ANDPAD https://andpad.jp/ 

ビルダーワーク : https://www.builderwork.jp/ 

Digima  :https://digima.com/  (株式会社コンベックス) 

コミュニティサイト ：ANDPAD ONE https://one.andpad.jp/ 

 

 

 

 

 

 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

三菱地所ホーム株式会社  広報・サステナビリティ推進部 広報グループ 

 E-mail: pr_ad@mjhome.co.jp  

担当：田口（080-4333-6368） /   横須賀（080-4137-6032）    


